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物  質  名 ジクロロフルオロメタン ＤＢ－23 
別  名 フロン-21、フロン-R21、HCFC-21 構 造 式 

 

CAS番号 75-43-4 
PRTR番号 第 1種 133 

化審法番号 2-92 

分子式 CHCl2F 分子量 102.92 
沸点 8.9℃（760 mmHg）1) 融点 －135℃ 1) 
蒸気圧 1.36×103 mmHg（25℃、実測値）2) 換算係数 1 ppm = 4.21 mg /m3（25℃） 
分 配 係 数（log Pow） 1.55（実測値）3) 水溶性 1.88×104 mg /L (25℃、実測値) 4) 

急急急    性性性    毒毒毒    性性性       
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 マウス 吸入 LC50 > 800,000 mg/m3 (2hr) 5)  
 マウス 吸入 LC50 800,000 mg/m3 (4hr) 5)  
 ラット 吸入 LC50 49,900 ppm (210,000 mg/m3) (4hr) 5)  

 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・ラットに 42,000 mg/m3を 2週間（6時間/日、5日/週）吸入させた結果、死亡はなかったが、
体重増加の抑制、著明な貧血、血清トランスアミナーゼの上昇がみられ、ばく露期間終了直

後の組織検査で肝臓の壊死がみられた。ばく露期間終了後の回復期間後の組織検査でも、肝

臓の壊死がみられた 6, 7) 。 
・ラットに 0、210、630、2,100 mg/m3を 90日間（6時間/日、5日/週）吸入させた結果、210 mg/m3

以上の群の肝臓で門脈性肝硬変、膵臓で間質性水腫、2,100 mg/m3群で体重増加の抑制、白血

球数の増加、ALP、GPTの上昇、尿量の増加がみられた。ばく露 45日後に 2,100 mg/m3群、

90 日後に 630 mg/m3以上の群で尿中のフッ化物濃度が上昇した 8) 。この結果から、LOAEL
を 210 mg/m3（ばく露状況で補正：38 mg/m3）とする。 

・ラット及びイヌに 1,000、5,000 ppm（4,200、21,000 mg/m3）を 90日間（6時間/日、5日/週）
吸入させた結果、ラットではばく露後 59～90日で 4,200 mg/m3群の 37％、21,000 mg/m3群の

29％が死亡した。4,200 mg/m3以上の群の臨床化学検査で肝機能の変化、組織検査で広範囲の

肝硬変がみられたが、組織の変性は濃度に依存したものではなかった。イヌでは死亡はなく、

21,000 mg/m3群で軽微な体重増加の抑制、肝臓で軽度の組織の変性がみられた 9) 。 

生生生    殖殖殖・・・発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

・ラットに 42,000 mg/m3を妊娠 6日から 15日（6時間/日）まで吸入させた結果、体重増加の抑
制がみられ、15/25匹で着床または生存胎仔がみられなかったが、その他のラットでは妊娠や
胎仔の発育に影響はなかった。なお、胎仔の奇形はなかった 10) 。 

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・液体に皮膚が触れると凍傷を起こす。吸入すると錯乱、嗜眠、意識喪失を生じる。高濃度の

場合、中枢神経系への影響、不整脈を生じることがある。長期または反復ばく露で、肝臓に

影響を与えることがある 11) 。 
・健康なボランティア 10 人及び気管支肺の疾患による動脈の低酸素血症を起こしている患者

10 人に、本物質 60％、トリクロロフルオロメタン（CFC-11）40％の混合物を 2.5 時間内に
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202 mLまたは 10回の連続呼吸の間に 126 mL吸入させた結果、健康なボランティア及び患者
の心電図に変化はなかった 12) 。 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARCの発がん性評価：評価されていない。 

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 
 ACGIH 13) TLV-TWA 10 ppm（42 mg/m3）  
 日本産業衛生学会 －  
 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

 経口ばく露について、暫定無毒性量等の設定はできなかった。 
吸入ばく露については、ラットの中・長期毒性試験から得られた LOAEL 210 mg/m3（肝臓の

門脈性肝硬変、膵臓の間質性水腫）を採用し、ばく露状況で補正して 38 mg/m3 とし、LOAEL
であることから 10で除し、試験期間が短いことから 10で除した 0.38 mg/m3を暫定無毒性量等

に設定する。 
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